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佐渡西三川砂金山の歴史地理

小菅徹也*
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且.金銀の島佐渡

佐渡では平安中期以来大小さまざまだ金銀山が稼がれ

ては廃山となり再開発されては廃絶されるという歴史

を繰り返してきた.この中で唯一392年前の開発以

来合目まで一度の休山もたく稼がれ続けているのは相

川町にある相川金銀山(江戸時代には佐渡銀山明治以後は

佐渡金山か相川鉱山と呼称)のみでありもっとも開山と

閉山の歴史を繰り返してきたのが西三川砂金山である｡

また戦国期以来昭和に至るまでの鉱山の所在を島内

に訪ねると国仲平野と大佐渡山脈北端部小佐渡山脈東

端部及び西端部を例外としてほぼ全島的に鉱山遺跡が

分布し総数60ケ所に及ぶ鉱山活動の展開を現地に確認

できる(第1図).まさに佐渡は文字どおり金銀の島で

あったといえる.江戸時代の旧町村260中鉱山の所

在を伝えるものは42町村に及びこのうちもっとも中心

的た鉱山は相川金銀山とその先駆的た銀山である鶴子銀

山(佐和田町)新穂銀山(新穂村)及び西三川砂金山

(真野町)であった･これに続くものとして江戸初期以

来の大須銀山(真野町)田切須銀山(真野町)明治以後

相川鉱山の支出として稼働された高千鉱山(江戸時代は

入川銀山と呼称)が追加される･

開発順序では平安中期の西三川砂金山が一番早く

寛正元年(1460)たいL文禄2年(1593)にも再発見さ

れたと考えられる.戦国期の天文11年(1542)の発見を

伝える鶴子銀山がそれに続く･これは天文3年の島根

県大森の石見銀山における灰吹法(鉛精錬法)の採用ど

この技術が日本海沿岸を北上して佐渡における銀山時代

を開幕させたものと位置づけられる･天正元年(1573)

から天正17年(1589)の間に発見開発されたと思われ

る新穂銀山;文禄4年(1595)からの坑道掘りの技術導

入による鶴子銀山の第二開発期;これを契機に鶴子銀

山の奥山として稼がれた相川山(相川金銀山)の翌文禄5

年(=慶長元年)からの本格的た開発;慶長5年(1600)

以後の相川金銀山を中心とした徳川幕府による銀山開発

とその繁栄と続く1特に幕府の加判年寄衆(のちの

老中)で所務奉行(のちの勘定奉行)代官頭一里塚総

奉行諸国金山総代官であった大久保石見守長安による

画期的た経営革新と技術革新による慶長期の全盛続く

鎮目市左衛門竹村九郎右衛門の二人奉行による元和

寛永初年の最盛期の現出で相川を中心とする佐渡の金

銀山は幕府最大の御金蔵とたった｡

こうした慶長元和期の金銀の大増産によるゴｰルド

ラッシュやシルバｰラッツユの時に西三川砂金山もま

た最大の繁栄期を迎え相川金銀山を稼ぐ山主(山仕=

山師)達が採掘と測量の先端技術をたずさえて続六と西

三川砂金山へも入山したのである｡しかしこうした

空前の大盛況は江戸時代初期の慶長元和寛永初年の

約30年間に限られたものでありやがて西三川砂金山

も他の金銀山と共にしだいに衰退を余儀たくされたので

ある｡

2.西三川砂金山の発見

今から870年以前の平安時代末に都で書かれたr今昔

物語』巻26に佐渡国で金が採れた話が載っている.この

産金説話の内容を要約すると次のようたことにた乱

｢昔能登の国司(宇治拾遺物語では治安年間=1021～1023に

能登守となった実房とある)のもとに仕えていた製鉄集団

の長の一人が佐渡の国で金が採れることを知っていて

国司の命令で密かに佐渡に渡って20日余りもして千両ほ

どの金を持ち帰ったがその後長は姿を消してしまっ

た.おそらく金の出場所を詮索されるのを嫌ったので

あろう.それ以来能登の人の間では黄金が欲しけれ

ば佐渡へ掘りに行けぼよいと伝えられるようにたった｣

というものである.したがって佐渡での砂金採取の起

源は少なくとも965年以前に逃れるということにな

る.古代から中世にかけての産金がほぼ砂金であるこ

とからして江戸時代を通じて島内唯一の本格的た砂金

山として稼行され続けた西三川砂金山(真野町大字西三川

字笹川)こそこの説話の舞台であろうと考えられている.

しかし江戸時代の西三川砂金山は西三川川の上流に

ある旧笹川治八枚村を中心としたものであることはよい

としてもはたして平安時代からの砂金採取地であるか

*新潟県立佐渡高校教諭日本鉱業会鉱業史研究会幹事歴史と地域研究協議会代表.

住所:〒952-12佐渡郡金井町大字新保乙390

地質ニュｰス407号�



佐渡西三川砂金山の歴史地理

一33一

一

�

入川銀山

�

�

�

戸地銀山金北山

ム1173

�

ユ5

_5鴛{

�

�

�

両津市

両津湾

加茂湖

佐和田町新穂村その他の主な鉱山

㌔･新穂銀山;繍搬鉱山

3畑野町柿野浦3二見鉱山

黄金山4大浦鉱山

5/j･川銅山

真野町

6達者鉱山

真野湾19経塚山7北状鉱山

大須銀山△6368鹿野浦鉛山

209片辺鉱山

田切須銀山2110北立嶋銀山

西三｣l1砂金山11北田野浦銀山

12ノ』･田銀山

赤泊村13自瀬鉱山

2214梅津鉱山

15安養寺鉱山

16新保鉱山

17平清水鉱山

0510㎞18真光寺鉱山

羽茂町L-L一一一一｣

19滝脇鉱山

20小立鉱山

へ以ノ｣､木町21大立鉱山

22荒町川砂金山

第1図佐渡の主な金銀山位置概念図.

日本鉱山地質学会秋季講習会資料(1987年11月)p.15の第1図､佐渡鉱山位置図をもとに小菅徹也作

図(1988年2月).

ねざさうLぱいのかみさわ

どうかは一応疑って見る必要がある.たぜならぱ江戸ル根笹牛場井上ノ沢十五番川

時代において西三川川の中下流域の旧西三川村や旧高旧西三川村(真野町大字西三川)

かねほりやまぼんやだいらすわんざかなかだ

崎村や旧田切須村などでも砂金山稼ぎがたされているか金掘山番屋平ソトワ諏訪坂中田

LじゆうぱんささぶちいLわらこうせんひら

らである.西三川地域で江戸時代に砂金山として稼が四拾番笹淵石原高仙イラガ平

れた産金地を列記すると次の通りである(第2図).三川河原

旧高崎村(真野町大字西三川字高崎)

うえんたいら

旧笹川治八枚村(真野町大字西三川字笹川)上ノ平

たてのこしやまなかひらやまなかがらやまさんきよやまとらまるやまうと5げやま

立残山中平山中柄山山居山虎丸山鵜峠山旧椿尾村(真野町大字椿尾)

すぎぴらかげぴらとうげざかやまごつLややなりよLやまおおかもんそ3

杉平影平峠坂山王杜屋成田山大ガケザ鳴ケ沢

1988年7月号

ちややがわ

茶屋川

うめき

海ノ木

すもう笹

角力瀬西�



一34一

小菅徹也

○

△

田崎一

金

第2図明治以前西三川地域砂金山銀山位置図.

(真野町全図により小菅徹也作図1988年2月).

旧小泊村(羽茂町大字小泊)

ながやち

長谷地

旧下黒山村(真野町大字下黒山)

わりどめざわやLきさわ

割留沢屋敷沢

旧田切須村(真野町大字西三川字田切須)

たさきりょうかい

田ノ崎両開

旧小立村(真野町大字大小)

そうやまみずがしらやま

沢山水上山

旧大須村(真野町大字大小)

三貫目沢

このうち笹川村の立残山中平山中柄山山居山

虎丸山鵜峠山杉平影平峠坂山等は旧笹川治八枚

きんきん

村(地元では今は金山笹川とか金山とか笹川といっている)

の集落を取り巻く砂金山で五社屋成由山大ガケ

ザル牛場根笹などはその外側に分布する砂金山で

ある.これに対して井上ノ沢十五番川茶屋川だと

は谷間の土石を掘り返して砂金を洗い採ったいわゆる

川砂金の産地である.西三川村の場合は金掘山番

屋平ソトワ諏訪坂だと西三川川左岸(明治以前は上

流に向かって左右といったので以下これに準じて記述する)

の河岸段丘上と斜面を主た稼ぎ場とするもので角力瀬

は対岸の高崎側の河岸段丘の斜面である･中田や海ノ

木は医王寺前やその上手の田地で四拾番は権ノ木の対

岸でありイラガ平は笹川の牛場の対岸である.笹

淵石原は西三川川が笹川と金山川に分岐している合流

点でこれに続く笹川右岸の松面の上の斜面が高仙であ

あざ

る.西三川河原というのは医王寺前の字おとし盤から

土居までの西三川川の中下流域の川底を掘場とする砂

金採取地である.

高崎村の上の平は西三川河口を望む段丘先端部で

川向こうの金掘山と相対している.椿尾村の鴨ケ沢は
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面三川川の支流の角関川の上流にある字柏ケ平の沢であ

り小泊村の長谷地は鍬形堤と小泊大堤の間の小沢の

頭にあった砂金稼ぎ場である･下黒山村の屋敷沢は

笹川上流の茶屋川の一部で茶屋橋までをいう･茶屋橋

のすぐ上の右手の支流が割留沢である･田切須村の田

ノ崎は田切須銀山の樋口沢の右手の海岸段丘上の耕地で

あり両開は銀山の沢の河口で鉱石採掘時のズリ(細

かく砕かれた鉱石の残りカスの混じった土砂)を浜川流しを

した場所がと思われる｡大須村の三貫目沢というのも

銀山の沢の中で残鉱の土砂から砂金を洗い採ったものと

考えられる.これに対して小立村の沢山は上流に小

立堤のある400～500m程の出口にある砂金山で水上

山というのは金山線に沿って小立村で一番上の金子八平

家の北側のミズガシラという小沢のことらしい｡

写真1五社屋と成由山と青池:金山川の沢の中の杉林の奥に成由

山という砂金山と青池があり左手には五社屋という稼ぎ場

がある.

3.産金説話の舞台

このように西三川地域には広い範囲に砂金山が分布

しているのでこの中から古代の産金説話の舞台を捜し

出すにはいくつかの手続きが必要にたってくる.一

番可能性の強いのは弘治年間(1555～1557)以後江戸時

代を通じて砂金山の主体であった笹川治八枚村か西三

川河口に来た他国の船乗りが西三川村の備前六左衛門の

売りだした葱の根に砂金があることに気がつきひそか

に砂金を掘り出したという伝承のある西三川村である.

そこでこの二村について能登の鉄掘り集団が残した製

鉄遺跡や古代や中世の村落である｢垣の内｣や｢屋敷

の内｣(r垣の内｣は奈良末から鎌倉時代にかけての農業村落

r屋敷の内｣は室町期にr垣の内｣から独立した開墾村落)が

あるかどうかを調べてみた.その結果笹川治八枚村に

は｢垣の内｣も｢屋敷の内｣もたく古代に村落があっ

たことを裏付ける須恵器や土師器の破片の一片すら発見

することは出来なかった.また古代の製鉄炉である

穴釜炉の遺構も発見できたかった.西三川村について

も穴釜炉遺構が発見されたかったのは同様の結果だが

西三川河口の砂地にはかつて大量た砂鉄が堆積してい

たことが確認できたL左岸には金掘山が存在する.

ところで砂金山や鉄山では砂金や砂鉄を掘ること

かね

を共に金を掘るという｡砂金を採取する場合はまず山

を崩したり谷底を掘り返したりして集めた土石の申か

ら欠きた石を取り除き水流で泥や軽い砂礫を押し流し

て重い鉱物を含む細かた砂を集める･その後ねこだと

LやくL

いう藁で編んだ莚を川底に敷いてこれに杓子という鍬

で細かた砂をかけ流し莚目に砂鉄と砂金を含んださら

唾りいた

に細かた砂をとどめる.更にこれを汰板(口絵2参照)

という申くぼみの板の上にのせて水の中で前後左右に

1988年7月号

ゆすりながら砂と砂鉄を水の中にゆり離して砂金だけを

採りあげる方法がとられる･したがって土石の申から

砂金が採取される場合にはかたらず大量の砂鉄(土地

の人はこれを目玉銀といってこれが板の中に残らなければ砂

金は採れたいといっている)が同時に採取できるのである.

佐渡で最初に砂金を掘ったのが能登の金掘りの長であ

るといわれる理由もこんたところにあるのではたかろう

か.砂鉄を求めて移動する製鉄集団がたまたま砂金

地帯において砂鉄の中に砂金を発見するのは決してめ

ずらしいことではたかったはずである･こんたことを

考えると西三川の金掘山は砂金が稼がれる以前は砂鉄

を産出した山であったのではなかろうかという気がして

くるのである.そのうえ西三川村の段丘上には九つ

の｢垣の内｣村落がある.しかもいずれの砂金山も

これらのr垣の内｣から近いところに分布しているので

ある.こうしたことを考え合わせるとr今昔物語』の

舞台はどうやら西三川村に落ち着きそうである･

次に問題とたるのは西三川村の内でも段丘上につい.

て段丘斜面の金掘山番屋平ソトワ諏訪坂角力瀬

と西三川川に沿った段丘下に分布する中田梅ノ木

四拾番西三川河岸のどちらが古代以来の産金地であっ

たかということである.段丘上や段丘斜面の砂金山の

著しい特徴は約4㎞も上流から西三川川の水を等高

線に沿って導いて河岸段丘の肩の部分と斜面中腹に二筋

の水路を引いてこれで砂金を洗い採っていることであ

る.肩の部分の水路は古江と呼ばれこれから十間程

低い中腹の水路は新田江と呼ばれている.古江は小布

施神社神官の高柳稲葉家の宅地の下を通って昔は田切

須村の田ノ崎まで延びていたという.これは但馬江と

もいわれ味方但馬の引いた金掘り江であると伝えられ�
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萎姜写真2金掘山:長い年月砂金を稼いだ金掘山の頂上に西三川

小学校が新築されたのは明治13年(1880)のことであ

る.村中の人が人足とたっておらが村の小学校を建

てるために汗にまみれて整地に励んだ.完成された校

舎は立派であったが雨の日カミ続くと表土が抜け落ちて

グランドに穴があくのには困ったという.

ている.味方但馬は家康にお目見えを許された日本

的た鉱山経営者で相川町や京江戸等にも欠きた邸宅

を持ち佐渡金銀山と同時に摂津国多田銀山(兵庫県)

や南都金山(岩手県)をはじめ各地の鉱山を手広く経

営していた大物山主(山師)である.新田江は延宝

5年(1677)に砂金山の山主和田与右衛門から西三川村

の有志が用水権を買い取って金掘山頂上の西三川小学

校裏手の砂金稼ぎ場の跡地を新田に開いたので以来新

田江と呼ほれているがこれも元来は金掘り江である.

しかしこのようた長距離水路が段丘上に引かれて開田

が進んだのは佐渡では寛永期以後と考えられるから

この水路がなければ砂金を掘ることの出来ない段丘上や

中腹の砂金山はまず平安期の産金地とは考えられな

い.したがって古代の産金地は西三川川河口の横浜

橋から600m上流の土居からさらに400～500m上流の

医王寺辺までの河原や中田という田地と安楽寺跡周辺の

田地などであったと考えられる.

｢昔安楽寺の住職が村人を集めて田植えをすること

にたったが田圃の中に朝目に照らされてキラキラする

ものがたくさん見えた.そこで村人が“方丈さん

方丈さんあの気味の悪い物はたんだ"と聞いたら住職

は驚いて“田植は明目にして光るものを拾ってくれ"

といって拾わせたところたちまち汁碗で七分目程も砂

金がとれた｣という伝承がある.なお8月にたると

医王寺前から土居までの約400m問は川の中の水が干上

がってしまうことがあるがこんな時でも土居から下流

はいつものように水が流れている.これは昔河原の

砂金を掘るために川底に樋管を埋めたことによる珍現象

といわれている.

写真3土ノ平と角力瀬:段丘上の平地は畑地とたっているが

高崎村の上ノ平という昔の砂金稼ぎ場であり斜面及び下

の河原にかけては西三川村の角力瀬という稼ぎ場であった.

4.中世の西三川砂金山

鎌倉期における佐渡の砂金山に関する文献や伝承はま

ったくたい･しかし記録にたいからといって鎌倉期

に砂金山がたかったともいい切れたい･中世における

砂金山は金の経済価値や政治情勢の変化によって激し

く揺らぎしぽしぱ断続的に稼行されるのが特徴であ

る.前者は国内経済や貿易における金の需要の増減で

あり後者は領主間のあるいは領主対一向衆徒(浄土真

宗門徒)の金山の経営権をめぐる争乱等による一時的た

金山労働者の離散によっておきる稼行の断絶たどであ

る､たお砂金山は鉱石採掘の金銀山と違って生産額

が飛躍的に伸びることがたいかわりに短期問に掘り尽

くすこともたい.一度発見されると断続的ながらも長

期にわたって稼行される傾向にある｡

『今昔物語』の成立した時から約330年も経った室町

地質ニュｰス407号�
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時代の永享6年(1434)に足利将軍家によって佐渡に流

罪になった世阿弥がr金島集｣の中の小謡である北山で

｢彼の海にこがねの島のあるたるをその名を問えば佐

渡というたり｣と記しているのは単に『今昔物語』中

の産金説話にのみもとづいているのではたいようた気が

する.室町時代から安土桃山時代までの砂金山に関す

る記事はいずれも江戸時代後期の編纂にたる佐渡史書

等に散見される･r相川志』によればr寛正元年(1460)

西三川砂金始まるその後79年中絶して文禄2年(1593)

に再び取り立てる｣とある･これについてr佐渡国

誌』やr相川町議』の著者である岩本拡氏は文禄2年

より79年逆算すると永正11年(1514)であるから西三

川砂金山は寛正元年から永正10年まで稼行したものかと

いっている.もちろん寛正元年も再開発であること

はいうまでもたい.さてこの寛正元年開発説を裏付

けるようた事実がある･それは赤泊村蓬場本立寺

(本能寺)の開基である釈書性が寛正元年に本願寺八世蓮

如上人から裏書をうけた本尊を持ち文正元年(1466)

に河野九門徒の一つである門徒(浄土真宗の信者)を率い

て尾張国幡豆郡(愛知県)からはるばる来園Lてい

むきたL

ることである.そして建場の肉太子に寺基を開くの

であるがここは西三川の砂金地帯へ通じる交通の要所

であり中世において対岸の越後への砂金積出港として

利用された可能性を持つ土地であるといわれている.

中世の鉱山稼ぎに門徒や修験(山伏)に率いられた山

の民が多いことは一般的な傾向で門徒の流入に伴い浄

土真宗の僧の活動が砂金山においても活発にたったので

あろう･これらのことから寛正年間における砂金山

の開発に尾張門徒が強い関わりを持っていたのではたい

かと考えられるのである･次に永正11年断絶に関係の

ありそうた事実について述べる永正14年(1517)に越

中国伏木勝興寺(嵐山県)の前身が檀家離散のために

金山笹川から越中に移転したと伝えていることである.

これらのことは『越中勝興寺文書』や『雲竜山勝興寺縁

起』あるいはr小木町正覚寺縁起』に述べられているこ

とであるがこの話を筋道を立てて整理してみると次の

ようたことになる.

すたわちr伏木勝興寺や小木町正覚寺の基にたる寺

は親鷺聖人の弟子である信応上人が順徳上皇の帰依を受

けて佐渡国雑太郡竹田村字夏渡り(真野町大字合沢字御堂

坂)に開基したものでのち順徳上皇の第3皇子で信応

上人の弟子とたった善空房信念上人(彦成親王)が父上

皇の菩提を弔ってこの寺に住みさらに真野の堂所を経

て西三川の笹川へ寺基を移した.そのようた理由で笹

川には彦成親王と妃と子供の墓(法名陪塚)が残ること

になった･Lかし永正14年には兵乱のために門徒が

1988年7月号

離散したので寺の荒廃を惜しんだ有志のものが土山

御坊(富山県)に来住中の蓮如上人を訪ねて窮状を訴え

た･そんなわけで御本尊が移されて土山の地に寺が再

興された.その後高木場安養寺村を経て天正9

年(1581)伏木の古国府跡に移転して伏木勝興寺として

寺運隆盛と改った.その後退転した笹川の阿弥陀堂

(寺跡)を手がかりとして成立した正覚寺も戦国末期の

動乱によって笹川から羽茂町字須川へと移りさらに小

木へと再移転した｣というものである.また『正覚寺

縁起』には信応上人の没年は寛元2年(1244)信念上

人の没年は弘安9年(1286)と記されている.すたわ

ち仁治3年(1242)に順徳上皇が46歳で没したがそ

の2年後の寛元2年に信応上人が没しさらに42年後の

弘安9年に信念上人が没したことになる.信応上人の

没年前後の著名人の没年齢を列記してみると藤原定家

80歳藤原家隆80歳西園寺公経74歳北条時房66歳

北条泰時60歳だどがある.仮に信応上人が66歳で没し

だとすれば上皇21歳の時の子ということになる.寺

または阿弥陀堂が金山笹川に移転した時期については不

明であるが移転の問題を考える場合ひと気のたい山

間僻地に突然寺だけが移動して来ることは考えられたい

ので前提として砂金山が繁栄していることが必要であ

る｡移動が親王存命中ということにたれぼ鎌倉時代

の末にはゴｰルドラッシュがあったということにたる.

しかし現段階ではそれを語る物証がない･またそ

の後の砂金山の梵廃と寛正年間の砂金山再開発までの寺

の存続の説明が改めて必要にたってくる.Lたがって

ここではむしろ親王が没してから174年を経て再び砂金

山が開発された寛正元年以降に上皇や親王とのゆかり

を語り伝える人たちによって金山笹川に寺基が移された

と考えるのが妥当ではなかろうか･人が集まり寺が栄

えるにしたがってこれらの人々の手で親王一家の供養

塚が虎丸山の近くに築かれるようにたったと考えること

にしたい.当時は虎丸山を中心に砂金山が盛り山にた

っていたものであろう.

次にr佐渡年代記』によればr弘治年中松浪遊仁と

いうもの砂金を掘りとることを業とせし事もありといい

伝う最勝領せし頃は家臣大井田監物富永備中をし

て砂金山を司らしめ出る所の砂金は秀吉に貢すという

元来秀吉の下知に依りてたり｣として史料1の文書を載

せている.これによれば弘治年間(1555-1557)頃にも

能登の松波から来たと思われる松浪遊仁という者が砂金

採取をし天正年間(1573-1591)にも西三川砂金山は稼

行され永正11年以後文禄2年までの問まったく砂金山

は稼がれていたかった訳では扱いらしい.そしてこ

のことに関する史料としては元禄5年(1692)に小立�
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史料1

秀吉書状

上

杉

景

勝

殿

秀

吉

天

正

十

七

年

丑

月

相

納

者

也

価

而

下

知

如

件

国

城

可

被

究

者

也

西

川

砂

金

之

儀

年

尭

倒

伏

見

大

坂

江

可

被

於

佐

渡

里

在

六

庄

園

地

頭

御

家

人

等

興

号

構

唐

球

候

由

此

度

基

兀

発

向

被

致

史料2

敦賀七助文書

御

奉

行

様

参

七つ

る

か

助

花

押

山百砂西

諸枚金三

慶役上二川

長共ケ十大

九以申五須

年上候枚田

五銀又二切

月合山請須

十二盛申三

五百申候ケ

日枚付上所

辰候よ金

ノ銀り銀

極子水山

月京廻共

ま目し二

て百二辰

に枚付ノ

上て正

以ケ加月

上申増十

侯銀五

何子日

も京よ

惣目り

村の諏訪神杜が佐渡奉行所に提出した訴状内容とその結

果の記録が同杜の棟札と共に保存されている.この由

緒書によれぼr以前250苅の杜領田があったが138年前

に松浪遊仁というものが砂金を掘り出す時に潰してLま

った･そこでこのたびこのことを御公方様(佐渡奉行)

に願い出た結果その代償として毎月砂金山から納まる

砂金の内から2匁4分(9g)ずつ下付されることにた

った｣とある.この諏訪神杜が笹川拾八枚村の金山役

所のあった井上ノ沢(拾八枚の沢)の左手上の山から小立

村に移ったのは寛文年問(1661-1672)であるという.

そしてこの井上ノ沢の役所前の田地が間題の潰れ田

であった.また天正17年(1589)の上杉景勝宛の秀

吉文書は弘治年問以降の佐渡の産金を景勝を通じて吸

収しようとする中央政権の意図を明白にしたものといえ

る.しかし西三川砂金山が本格的に稼働し笹川拾

八枚村という現在の金山笹川の集落に連続Lた砂金山集

落を形成したのは文禄2年と考えられる･

『佐渡国略記』の文禄2年の条によれぱ｢文禄2年3

月!5目に西三川砂金山が始まる.今年西三川郷内の百

ねぎ

姓が作った葱を売ったところ勉国の船乗りが根につい

た砂の中から砂金を発見して葱と葱畠の土を薬用と偽

って買取り河原に持ち出しては水の中で砂金を汰り

分けて採取した｡やがて村人もわれもわれもと砂金を

掘るように次りのちには毎月18枚も一つの稼ぎ場から

運上(営業税)を納めるようにたり村の名前を笹川拾

八枚村と名付げるようにたった｣とある･ここで一枚

というのは10両のことで金たらぱ45匁(慶長期は48匁)

で銀たらぼ43匁である｡同書では稼ぎ場ごとに毎

Lろがね

月白銀18枚ずつの運上とあるが『撮要年代記』では上

納金18枚とある.『佐渡四民風俗』によれぽ｢享保8

年(1723)5月に佐渡奉行小浜志摩守から慶長19年

の御勘定帳に砂金59枚8両2朱とあるがそもそも砂金

1枚とはどういう事かという質間があり広問役(佐渡

奉行所留守居役)が集まって話し合ったが不明であるので

佐渡小判所の後藤座のものに聞いたら金10両を1枚

(大判1枚)と唱えていると返答があった｡したがって

砂金も10両を1枚と称したのでしょうと答えた.しか

らぽ笹川拾八枚村というのは昔ユケ年180両で請負っ

たことによるのであろう｣と記述してある･白銀なら

ぼ銀18枚ということにたるが他の砂金山の例からして

これはやはり砂金18枚の運上と考えるべきであろう.

5｡近世の西三川砂金山

江戸時代の西三川砂金岬こ関する最も古い文書は史

○ちすけ

料2の慶長9年(ユ604)のつるか七助の請負証文である.

これによれぼ七助の請負ったのは当時の西三川地域に

おける金銀山のすべてであることがわかる･なお上

からの水廻りによって増し運上をLていることはその

地質ニュｰス407号�
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写真4弁ノ上沢:山裾に井戸のよりに大きな湧き水がある

ので非ノ上沢と言った.この沢通りを字十八枚と

いい役所の上の沢田が弘治年間松波遊仁が掘り荒し

た諏訪杜の神田(250苅)である.なお上流の沢

の中を青池からの水路が左から右へと横断している.

鉱山稼ぎの主体が砂金山であることを物語っている.

次に文書の内容についてさらに検討を加えたいと思

う･つるか七助は越前敦賀港から来た有力な山主で

まぶ

相川金銀山の左沢に七肋間歩(坑道)を開いた人である.

相川山の経営と平行して西三川大須田切須の金銀

山を一括して慶長9年正月から同年12月までを砂金25

枚(大判25枚分の砂金)で請負ったがその後水路の整備

で砂金の増産が可能にたったので銀100枚(銀4貫300匁)

の増し運上さらに金銀山が盛況になってきたので銀

100枚を追加して託銀200枚の増し運上をしたいと願い

出たものである.当時は10目ごとに運上を競わせる田

中清六の運上入札制から大久保長安の直山制への過渡

期にあたり運上を納めた稼行期間中といえども脇から

増し運上を願うものがあれぼすぐさま運上高の高率た

老に稼行権が移動するというきびしい状況下に山主達は

置かれていた.したがって請負期問中といえども安

心は出来ず盛り出とたれぱ山の状況を見通して自ら税

額アップを申告したげれぼたらたかった｡“砂金4.5㎏

の外に銀32.25㎏も上納Lますから約束どおりに年末

まで私にやらせて下さい"と云っているのである.

Lずめ

｢梅津政景日記｣や鎮目書簡を見ると慶長元和期の

米価は平均すると金1両で米3石銀18匁で米1石程

の相場である.これによれば金25枚は米750石(重量

112.5トン)で銀8貫600匁は米478石(重量71.7トン)と

いうことにたる(米1石は150kg).昭和63年2月現在

の標準米の米価は10㎏が3,780円であるから金25枚は

時価に換算すると42,525,000円どたり銀200枚は時価

27,102,600円に相当することにたる.結局七助は

慶長9年の西三川の金銀山を時価にして年額約7,000万

円で請負ったことにたる.たお御奉行様とあるのは

大久保長安のことではたく長安配下の佐州陣屋(のち

の佐渡奉行所)の奉行衆(手代=代官衆)のことである.

次に慶長11年(1606)から慶長17年(1612)までの大久

保長安の駿府家老戸田藤左衛門と佐州陣屋の長安手代の

写真5小立村諏訪神社旧杜地:諏訪神社は非ノ上沢の沢田と金山役所を

見おろす山の上にあった.笹川十八枚村では文様2年の再開発を契

機に村の入口に大山砥神社をまつり砂金山の鎮守とした.その後全

盛期が過ぎると村人は二つの宮の存在を負担に思うようにたった.

中世的た砂金山の水利の神様が小立村に貰われて村を離れたのは寛

文11年8月のことである.

1988年7月号�
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史料3

川上家文書

油二迄も'御く老木銀'侯侯'壱'申侯心姿'

断罪ハよ大座わ'つ山先事'三つ天候や見能大

様成金く須(候ふ其銀只書是河中津事例二脚須

二侯子御'後間んほ山今二も谷村山意よ座山(

可問山座三し二か花ハ如各(も侯我をご侯出前

中'ハ侯河欠□能弐見本申た談ゆ'等奉あ'城

付金水'へ)も御口沢こ侯んき其共伺い只殿火

祭孟籍寛缶雲窪言争盲1:紺碧蓬侯£亥缶)

能座沢城では鍵所申'い申談而とつ志談

御侯鍵殿いん套只侯木た侯合'かもめ台

座ゆ不例とかが今ひつしてい様く'な申

可へ相談見とりさ両山''た子新御と参

有'替合及奉申か'蓼よ金し見保渡も侯

と'悪上社申存侯りL候き子ぶ分山海見て

奉敷り山侯侯'中かで所山し仕/以と見

稜麗展鑑㍉芙侯ぐ華麗奈㍑淳毒寝

'侯'申二い無と所侯り可見出)い不節

酒が年侯｣あた衣無ニハ可仕沢可た申'

参'内'らし衛御'バ申侯二申し侯一

候は汐山山様門座三可と事大と見'段

てや只いニニと候川中奉横見可自と

無春今ろ而/申'金付存相反申然山

間の書簡及び留書集である川上家文書中から西三川砂金

山大須銀山田切須銀山についての文書を史料3とし

て紹介したい･連続する他の文書との関連からこの一

連の文書は慶長12年の暮れから同13年の暮れまでのも

のと推測できる.文書の内容を要約すれば次の通りで

ある.

r大久保長安の佐渡駐在代官筆頭の大久保山城や岩下

惣太夫が相談をして大須銀山を検分したが銀山として

かたり有望に思えるので谷間から地中の鉱脈に向けて

じきやま

直営坑道の一つも試みて見たい.現在直山稼ぎをして

いる新穂銀山(新保山)よりは栄えるのではないだろう

か.大津銀山(大須銀山)の花見沢というところに欠

きた直営坑道を一つ試みた.その他にも試掘坑をいく

つか設けさせた(ここでいう花見沢というのは小立から金

山笹川に行く金山線の途中にある沢で金山線をはさんで左手

には大立堤がありその反対側の右手の小沢のことである｡

ここには三箇所に旧坑跡があったらしいがその中で最も坑内

水の豊富な中心坑道が現在大立の簡易水道の水源として再利

おおよごあい

用されている.この坑道カミ慶長期の大横相と考えられる)

花見沢の大横相から上鉱がどんどん掘り山さるるように

たって銀山が大いに繁栄するようにたった｡また

大津銀山の内の普請したばかりの無右衛門関歩をはじめ

2･3ケ所の坑道から鉱石が掘り出されている｣という

ものである.大須銀山の場合一般に知られているのは

三貫目沢の諸坑道である･現在はおよそ15ほどの旧坑

が残っているがそのうち最も代表的たのが｢おたやの

敷｣という大坑道である･この坑道は馬に乗って入

坑できたという伝えを持つ大須銀山で最大の坑道であり

現在はこの坑内水がパイプで引かれて西大須全戸の水道

の水源として利用されている･伝承によれば昼3貫

目夜3貫目の金が掘れだということが三貫目沢という

名称の起こりであるといわれている.しかし西三川

砂金山の江戸時代を通じての年間運上高の平均が多め

に見ても1貫目内外であることからしていかに全盛期

といっても一昼夜に6貫目の金が産出したとは急には信

じ難いことである.

相川金銀山の慶長期の記録によれば例えば餅屋平の

加賀四兵衛大横相で一昼夜で500荷の出鉱があったと事

かます

るが仮に一荷(鉱石5貫目入りの弘一つすたわち18･75

㎏の鉱万)に当時の記録で最低の銀20匁(75g)の含有量

をかけて計算すると銀10貫目(37.5㎏)という場合が

あるので三貫目というのは銀の産出高と考えるべきで

あろう.それはともかく大須銀山の場合に無右衛門

間歩以下数間歩というのが花見沢にあるのかあるいは

三貫目沢にあるのかでかなり意味が違ってくる.もし

も三貫目沢であるたら三貫目沢及びその小沢である

rおたやの敷｣のあるはんみょう沢や古ケ沢の諾坑道が

花見沢の大横相と同じ頃から稼がれ大工町という鉱山

がみて

集落が慶長期に大須村の一番上手の高位段丘上に成立し

だということになる･

地質ニュｰス407号�



佐渡西三川砂金山の歴史地理

一41一

一方同文書の砂金山に関する文は｢金子山は水がなく

て思うように砂金の産出がたいけれどもやがて春にた

って水量が豊富にたれぼ砂金流しも活発にたると思われ

る｣そしてこれと前後する書状にはr三河谷も雪が消

えてきたので金子山も例年通りに砂金産出でにぎわう

ことであろう.相役のものと相談の上よい稼ぎ場は

積極的に金掘り共に掘らせようと思う｣およそ以上のよ

みかわたにかねこやま

うな内容である･ここでいう三河谷や金子山というの

は西三川川上流の金山川や笹川流域に分布する笹川治

八枚村の砂金山のことである.三河金銀山というのは

慶長9年の七助の請負証文に出てくる西三川大須田

切須金銀山共という場合と同様に慶長10年代の西三川

地域の砂金山と銀山の総称である.このように西三川

流域の金銀山の開発は江戸時代のはじめからすでに本

格化していることがわかる･さて藤井豊丸氏の史料

に依れば慶長13年(1608)の砂金運上高は13枚7両2

分であるとたっている.r佐渡年代記｣では慶長18年

(1613)の砂金運上高660匁,慶長19年(1614)は2貫872

匁8分とある｡同書慶長18年の条に砂金は4匁8分

を1面とするとあるのでいまこれによって計算すると

13枚7両2分は660匁ということにたる.したがって

慶長期の西三川砂金山の砂金運上は約6る0匁から良い時

には慶長9年の1貫200匁(25枚)あるいは慶長19年の

2貫872匁余りほどという推測が成り立つ.次の元和

年問は多い年としては元和元年(1615)の4貫108匁8

分元和7年(1621)4貫831匁2分少たい年でも元和

5年(1619)の1貫6匁8分で平均が2貫匁前後とた

って大変たゴｰルドラッシュとなっている(慶長元和期

の砂金運上高が過少評価されているものについては新知見を

加えて別稿で論述したい).次の寛永年間(1624-1643)

は多い場合が700匁余り少ない年は350匁前後であ

る･以下運上高の増減から砂金山の盛衰を考えると

宝暦年間(1751-1763)から寛政年間(1789-1800)まで

は1貫匁程の年が多く享和年間(1801-1803)頃から著

しく低下L文化文政年間(1804-1829)では約200匁

天保年間(1830-1843)では約100匁前後安政年間(1854

-1859)以後明治初年(1868-1872)まではほとんど100

匁を割る年が多い状況である.そしてこうした盛衰の

状況は相川金銀山を主体とする佐渡銀山の全体の傾向

とほぼ一致しているのが欠きた特徴である｡西三川砂

金山の最盛期が元和7年の4貫800匁余りの上納高で

代表されるたらぼ元和7年の運上銀6,230貫匁余元

和8年の運上銀5,491貫匁余は佐渡銀山の最盛期を示す

数字といえよう･金4貫800匁は米にして3,200石時

価換算で1億8,O00万円銀6,230貫は米で34万6,111石

時価換算で196億2,449万円余ということにたる.

1988年7月号

金銀山は膨大た経費を投入して莫大た金銀を掘り出す

ことに成功した･しかし地表から比較的採掘しやす

い富鉱帯を掘りつくすとやがて経費の割には産出金銀

による儲けが少なくなり幕府の保護や設備投資が打ち

切られて激しく没落することにたった･銀山の没落に

くらべれば砂金山の衰退は幾分速度が遅い.これは

砂金山の稼行形態が銀山と根本的に相違するからであ

る.初期の銀山では巨額た設備投資をすれば投資

効率はきわめて高いものがあった.それに対して砂金

山では比較的少たい資本で経営が維持できる.そL

ていかに豊富た砂金を含む砂礫層が山中にあっても

その膨大た土砂を洗い流して砂金を汰り取る水の制御が

できたければ砂金を掘り尽くすことはできたいのであ

る.Lかし砂金山においても上流から長距離の水

路を開きくし自然条件を克服Lて砂金を増産する努力

は幾度とたく行われた.｢佐渡年代記｣によればr元

和元年に佐渡奉行所の役人が西三川の関場を検分して

5んこ

新関を申しつけた｡西三川の連子という砂金を掘り出

す坑道では1ケ月に砂金の運上を400匁も山主共が願

い出るほどになった｣とある･もしもこれが半年も

つづいたら2貫400匁ということにたってしまう･と

にかく新関を設けてズリと土砂で埋まった稼ぎ場を取

り明かすことに砂金の産出は飛躍的に増加した･ま

た同書には元和9年西三川砂金山の水路を味方但馬が計

画するともありr鼠草紙｣の中にr寛永12年西三川砂

金山支配役人辻藤左衛門水の利便の計画に工夫を凝ら

し砂金採取に大いに効果あり｣とあるのもその努力を

語る記録である.そしてこの水路の開きく受堤の

設置という砂金山における技術革新に活躍するのが相川

に住む銀山の山主達であった･西三川の砂金山や銀山

に出入りした大物山主を列記すれば次の通りである･

慶長7年(1602)

9年(1604)

元和7年(1621)

8年(1622)

元和9年(1623)

明暦3年(1657)

承応元年(1652)

延宝4年(1676)

石見

敦賀

味方

山田

渡辺

越中

片山

永津

河上

片山

味方

和田

覚左衛門

七助

但馬

吉左衛門

弥左衛門

清兵衛

勘兵衛

次右衛門

五郎右衛門

勘兵衛

治助

与右衛門

このほかに筑後堤というものがあったことからすると�
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小菅徹也

写真6金山役宅跡:かみのだんさん(旦那様)あらと(入口)

のだんさんといわれた佐渡奉行所派遣の金山役人の役宅跡

(265坪).閉山後は金予勘三郎家の畑地とたっている.

記録にはたくとも早川筑後カミ来ていたことが考えられ

る.しかしさすがの砂金山も中期以後は次第に衰え

を見せ最盛期に約5貫匁に近い上納を誇った砂金山も

幕末の元治元年(1864)では年間40匁余りの運上とな

っている･砂金山が廃絶した明治5年(1872)の状況を

村の古老はr村の衆がみんな集まって金山役所のだ

んさん(旦那様)の屋敷の土問に手をついて“もう掘れ

えませんかんねん(勘弁)して下さい"といって金掘

りを廃業した.そらムもつけねえ(可愛想)もんだ

たちゆうじや｣と伝えている.頑張って見ても請負っ

た分の砂金を掘ることが出来なくなってきたのである.

写真7笹川の阿弥陀堂:荒神山に小木町の正覚

寺跡と墓地があることからすると正覚寺の

移転後に現地に阿弥陀堂を移築したもの

か.

とっくの昔に銀山の山主や有力な金児達は砂金山を

見捨てて立ち去ってしまっていたのである.砂金を掘

ることで成立した村に最後までしがみついていた金掘

り達が自らの意志で唯一の生産手段を放棄したのであ

る.村には村人の生活を支えるような田畑はない･

人六は赤貧の暮しの中で生きるためにその生活の手だ

てを藁にすがる様た思いで探し求めた.笹川の孫次郎

が西三川地方で一番古い炭焼きである惣吉の弟から炭

写真8虎丸山下の体験観光の砂金掘り場:数年前から真野

町の体験観光の一貫として砂金流しが行われるように

なりシｰズン中は沢の中に人があふれ人声絶えず

という盛況となった.

写真9峠坂1峠坂山の砂金を洗い流すためには頂上から一

気に落下させる多量た水が必要であった.味方但馬の

活躍で6,655間(12krn)の水路が経塚山から引かれた.
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焼きの技術を伝習したのはこうした時期であった･

まもたく村中が他村の小作をするかたわら炭焼きを

するようにたった.この地方の俗謡に“惣吉弟でこ

いつも炭たきブウスブウス"というのや“一生後家

でも金山者はいやだ何の罰やら色黒だ"“嫁に行くだ

ら金山行くな末にゃ炭負うて町通い"というのがあ

る.

やがて爪に灯をともすようた暮しの中でせっせと

小金を貯めた村人はしだいに金山笹川に近い他村の小

作田地を買い集めて百姓への転身に活路を求めたので

ある.明治5年に金掘りを廃業した金山笹川の村がは

っきりと百姓の村に姿を変えたのは明治の30年も末の

頃であるという.

文献

本間周敬西三川村誌昭和23年12月

真野町教育委員会真野町史上巻昭和51年10月

県立佐渡高等学校同窓会佐渡国略記昭和61年10月

最近中国で発見された新鉱床No.9

岸本文男(地質相談所)

XXXXII湖北省随州県で一大型重晶石鉱床を確認

湖北省地質鉱産局第8地質大隊は9年間の辛苦を経て

湖北省随州県において一つの大型重晶石鉱床を発見･確

認した.その鉱量は1,191万t鉱石の平均BaSO｡含

有率は85%を越え鉱床はカンブリア系下部統最下部の

含炭珪質岩系中にあってその生成タイプは堆積変成一

層状鉱床に属している｡

呉雪壕(中国地質報1987･8･28)

XXXX亙nチベットでベントナイト鉱床を発見

チベット自治区地質鉱産局地熱大隊第3分隊は当雄

県の手応郷地熱田の熱水変質帯で11点の粘土試料を採取

し地質鉱産部成都地質鉱産研究所X線分光分析研究室

に鑑定を依頼しその結果同試料カミいずれもモンモリ

ロナイトの含有率が高くベントナイト鉱であると決定

された.

今までのところはベントナイト鉱の発見はチベットと

しては初めてのことである.よく似た変質帯はこの地

熱区の処々に存在している.上記地熱大隊と成都地質

鉱産研究所はさらに共同研究を進め,そのベントナイト

鉱の稼行価値を明らかにすることとたった.

張登全幕偉芝(中国地質報1988.1.1)

XLV山東省東部で大型滑宿鉱床

最近山東省地質鉱山局第3地質隊は山東省東部にお

いて大型滑石鉱床を探査･確認した･同鉱床は抜県

にあって鉱石の品位が高く白度が優れ国内の製紙

紡績ゴム陶磁器塗料だとの工業に供することがで

きまた輸出も可能で一部の鉱石は彫刻や細工物に使

用できる.

吉孟瑞黄蓮華(中国地質報1987･6･26)

XXXXW孤福建省で大型ウラン鉱床を発見

最近核工業部の華南地質勘探局の294大隊が福建省

北部山岳区の浦城県域内で一つの大型ウラン鉱床を探査

試錐で発見した･これは福建省で現在発見されてい

る中では初めての大型ウラン鉱床である･

楊鴻鄭耀鋭(中国地質報1987･3･20)

XXXX脳四川省孔隆溝でまた巨大な砂金

7月27日四川省白玉県孔隆溝で砂金掘り中の群衆が

4,7199(9斤4両)の欠きた自然金を採取した.これ

は昨年の8斤4両の砂金の採取に続くものでこの地で

また特大の自然金が採取されたというわげである.

この孔隆溝の延長約1.5㎞幅約300mのそれほど大

きくもたい高原の谷間からしきりと欠きた自然金が掘り

出される･去年だけでも1斤から8斤4両までの重

さの自然金が11個発見されたのである･今年にたって

からも白玉県の砂金採掘は急速に発展しつつあり6

月分だけで国に収めた金の量は去年の総産金量の1/2に

近い.

劉経世(中国地質報1986･8･8)
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